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文
化
奨
励
賞

【
小
学
生
】

▼
書
道

福
原
心
美（
黒
石
東
小
２
）

石
田
乃
笑（
同
４
）

小
笠
原
佳
紀

櫻
田
望
央（
以
上
同
６
）

工
藤
俐
亜（
中
郷
小
１
）

葛
西
龍（
黒
石
小
２
）

佐
藤
舞
子

酒
井
埜
愛

須
藤
心
優（
以
上
同
５
）

佐
々
木
胡
春（
同
６
）

葛
西
あ
い
ら（
追
子
野
木
小
６
）

猪
股
愛
結（
六
郷
小
１
）

笹
森
琉
愛（
同
２
）

工
藤
莉
世（
浅
瀬
石
小
３
）

▼
ロ
ボ
ッ
ト
工
作
・
競
技

齋
藤
琉
統（
黒
石
小
５
）

種
市
來
矢（
北
陽
小
５
）

村
岡
寿
々
子（
中
郷
小
５
）

平
川
凱（
追
子
野
木
小
３
）

平
川
聖
那（
同
５
）

【
中
学
生
】

▼
絵
画

伊
藤
千
里（
黒
石
中
３
）

▼
ポ
ス
タ
ー

工
藤
朝
陽（
黒
石
中
１
）

▼
読
書
感
想
文

葛
西
華
那
心
（
弘
前
大
学
教
育

学
部
附
属
中
１
）

▼
書
道

酒
井
陽
斗
（
弘
前
大
学
教
育
学

部
附
属
中
１
）

石
黒
佑
華（
同
３
）

笹
森
虹
花（
黒
石
中
１
）

神
克
彦（
同
３
）

工
藤
ゆ
ら
ら（
中
郷
中
２
）

▼
ロ
ボ
ッ
ト
工
作
・
競
技

三
上
絆
愛（
黒
石
中
１
）

【
高
校
生
】

▼
マ
ー
チ
ン
グ

乗
田
弓（
弘
前
実
業
高
１
）

佐
藤
佑
有（
同
２
）

花
田
琴
美（
同
３
）

▼
作
文

東
海
林
遼
太（
柏
木
農
業
高
３
）

▼
書
道

工
藤
紗
弥
佳（
東
奥
義
塾
高
１
）

▼
研
究
発
表

森
山
裕
太（
黒
石
高
２
）

【
大
学
生
】

▼
書
道

宇
野
和
葉（
弘
前
大
２
）

【
一
般
】

▼
絵
画

田
名
部
多
加
子（
浜
町
）

三
上
順
子（
緑
町
１
）

▼
川
柳

北
山
寿
美
子（
緑
町
２
）

▼
語
学

山
田
初
美（
追
子
野
木
２
）

ブ
リ
ッ
ト
キ
ャ
メ
ロ
ン
ニ
コ
ラ

ス（
若
葉
町
）

【
団
体
】

▼
ポ
ス
タ
ー

黒
石
商
業
高
等
学
校
美
術
部

▼
漫
画

黒
石
商
業
高
等
学
校
漫
画
研
究

部
▼
研
究
発
表

黒
石
商
業
高
等
学
校

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

野
戸
谷
早
希
子（
横
町
）

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
大
会
に
選
手

と
し
て
出
場
す
る
か
た
わ
ら
、

地
元
の
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
「
く

ろ
い
し
Ａ
＆
Ｅ
」
の
コ
ー
チ
を

務
め
る
な
ど
、
本
市
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
技
術
の
向
上
に
貢
献
。

ま
た
、
レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
「
エ
ン
ジ
ェ
ル

ス
」
の
先
駆
者
と
し
て
競
技
人

口
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
の
発
展
に
寄
与
。

平
成
５
年
か
ら
は
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
（
旧
市
体
育
指
導

員
）
を
長
年
務
め
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技
の
み
な
ら
ず
、
本
市

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
。

ス
ポ
ー
ツ
賞

【
小
学
生
】

▼
空
手

佐
藤
寛
久
郎（
追
子
野
木
小
６
）

▼
相
撲

岡
崎
良
太
郎（
北
陽
小
６
）

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

渡
邊
裕
貴（
牡
丹
平
小
６
）

今
仁
亜（
中
郷
小
６
）

市
教
育
委
員
会
は
、
令
和
元
年
度
の
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
等
の
受

賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
市
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
技

術
の
向
上
や
競
技
人
口
の
拡
大
に
貢
献
し
た
功
績
な
ど
か
ら
、
野
戸
谷

早
希
子
氏
に
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
が
贈
ら
れ
る
他
、文
化
奨
励
賞
が
40
人
・

３
団
体
に
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
が
47
人
に
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
が
33
人
に
贈

ら
れ
ま
す
。

と
も
に
授
与
式
は
２
月
23
日
（
日
・
祝
）
に
津
軽
伝
承
工
芸
館
で
行

わ
れ
、
受
賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

野戸谷　早希子 氏

市文化・スポーツ賞等を決定
授与式は２月23日に開催

昨年の授賞式の様子

広報くろいし・令和２年２月15日 2



▼
体
操

山
本
杏
真

山
本
由
真
（
以
上
追
子
野
木
小

６
）

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

冨
田
紗
輝（
中
郷
小
６
）

【
中
学
生
】

▼
空
手

小
川
凉
音（
黒
石
中
１
）

▼
硬
式
野
球

伊
藤
謙（
弘
前
学
院
聖
愛
中
１
）

山
田
雄
大（
黒
石
中
１
）

佐
藤
幹
太（
中
郷
中
２
）

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

高
樋
璃
来

工
藤
ゆ
ら
ら

髙
木
茉
渚

福
士
結
菜

宇
野
塔
子

谷
川
菜
々
子（
以
上
中
郷
中
２
）

種
市
櫻

田
崎
萌
奈

平
間
詩
乃

葛
原
佳
歩

三
浦
月
妃（
以
上
同
３
）

▼
陸
上

山
本
健
心（
黒
石
中
３
）

【
高
校
生
】

▼
柔
道

小
川
快
都（
青
森
北
高
２
）

村
上
昂
藍（
弘
前
実
業
高
３
）

▼
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

佐
藤
颯
人（
柏
木
農
業
高
３
）

▼
硬
式
野
球

長
利
一
颯

田
崎
陸（
以
上
弘
前
学
院
聖
愛

高
３
）

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

川
村
心
星（
尾
上
総
合
高
定
時

制
３
）

佐
藤
野
彩（
八
戸
工
業
大
学
第

一
高
３
）

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

佐
藤
か
り
ん（
弘
前
学
院
聖
愛

高
１
）

佐
藤
ひ
か
り

木
立
玲
実（
以
上
同
３
）

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

北
山
龍
之
如

小
田
切
歩
夢（
以
上
尾
上
総
合

高
定
時
制
３
）

中
村
歩
生（
柴
田
学
園
高
３
）

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

盛
青
澄（
尾
上
総
合
高
定
時
制
２
）

小
田
陸（
同
３
）

▼
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

後
藤
麻
瑚
都

佐
藤
亜
美

白
取
花
音

高
田
朱
梨（
以
上
黒
石
高
３
）

▼
陸
上

斎
藤
翔
太（
弘
前
実
業
高
２
）

乗
田
幸
人（
同
３
）

【
大
学
生
】

▼
卓
球

佐
藤
南
緒（
青
森
大
１
）

▼
陸
上

木
立
夢
優
人（
東
洋
大
１
）

【
一
般
】

▼
陸
上

工
藤
翔（
花
巻
）

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

【
園
児
】

▼
極
真
空
手

牧
野
羽
琉（
美
郷
こ
ど
も
園
）

【
小
学
生
】

▼
空
手

加
藤
依
茉（
追
子
野
木
小
１
）

佐
藤
蔵
之
助（
同
２
）

加
藤
斗
耶（
同
５
）

相
馬
瑛
太（
同
６
）

▼
極
真
空
手

齋
藤
多
煌（
黒
石
小
３
）

山
田
覇
弥
斗（
黒
石
東
小
３
）

佐
々
木
禅（
中
郷
小
４
）

鶴
田
應
祐
（
北
陽
小
５
）

▼
サ
ッ
カ
ー

飯
塚
珀
亮

三
上
宗
一
郎
（
以
上
追
子
野
木

小
６
）

中
村
鉄
生（
黒
石
東
小
６
）

▼
躰
道

鳴
海
匠
真（
弘
前
大
学
教
育
学

部
附
属
小
３
）

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

北
山
悠
真（
中
郷
小
４
）

高
橋
悠
理

坂
岡
澪（
以
上
東
英
小
４
）

成
田
朱
皇

佐
藤
由
規（
以
上
黒
石
東
小
４
）

▼
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

工
藤
真
優
姫（
北
陽
小
３
）

豊
岡
珠
愛
留（
中
郷
小
５
）

【
中
学
生
】

▼
空
手

小
川
大
道（
黒
石
中
３
）

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

安
西
埜
愛

工
藤
葵

平
間
友
理

種
市
萌
愛（
以
上
中
郷
中
１
）

▼
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

宇
惠
野
安
次
郎（
中
郷
中
１
）

▼
陸
上

山
口
実
澄（
中
郷
中
２
）

【
高
校
生
】

▼
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

福
原
大
雅（
青
森
北
高
今
別
校
舎
２
）

▼
陸
上

髙
木
凌
雅（
弘
前
中
央
高
２
）

葛
原
智
気（
弘
前
工
業
高
２
）

【
一
般
】

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

田
中
偉
嗣

手
塚
正
弘（
以
上
追
子
野
木
２
）

▼
躰
道

工
藤
晃
大（
角
田
）

※�
問
い
合
わ
せ
先
…
市
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
☎

52
－
２
１
１
１
内
線
６
２
１
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障害基礎年金は、思わぬ事故によるけがや病気、心
の病等で重い障害が残ったときに、その生活を支える
ために支給される年金です。
申請方法など詳しくは、お問い合わせください。
◆�支給要件…次のすべての要件に該当する人▽障害の
原因となった病気やけがの初診日が、国民年金制度
加入中である▽障害の状態が、障害認定日または20
歳に達したときに、国民年金法に定める障害等級１
級または２級に該当している▽保険料の納付要件を
満たしている
◆�支給金額（年額）…▽１級＝97万5,125円 ▽２級＝
78万100円
※�問い合わせ先…市国保年金課国民年金係☎52－
2111内線120・122、弘前年金事務所☎27－1339

市
は
、
子
供
や
子
育
て
支
援
策

を
ま
と
め
た
「
第
２
期
黒
石
市
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

策
定
に
あ
た
り
、
同
計
画
案
を

作
成
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
な
ど
か
ら
意
見
や
提
案
を
募

集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◆�

募
集
期
限
…
３
月
10
日
（
火
）

◆�

募
集
対
象
…
市
内
に
▽
住
所
を

有
す
る
人
▽
事
務
所
や
事
業
所

収
入
保
険
は
、
農
作
物
の
品
目

に
と
ら
わ
れ
ず
、
経
営
努
力
で
は

避
け
ら
れ
な
い
自
然
災
害
に
よ
る

収
量
減
少
や
市
場
価
格
の
低
下
、

農
業
者
の
け
が
や
病
気
に
よ
る
収

穫
不
足
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少

を
補
償
す
る
保
険
で
す
。

農
業
者
が
同
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
で
、
農
業
者
ご
と
の
基
準
収

入
（
過
去
５
年
間
の
平
均
収
入
）

の
８
割
以
上
が
確
保
さ
れ
る
た

め
、
収
益
性
の
高
い
新
規
作
物
の

を
有
す
る
個
人
・
法
人
、
そ
の

他
の
団
体
▽
通
勤
・
通
学
す
る

人
◆�

公
表
資
料
…
▽
第
２
期
黒
石
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
（
案
）
▽
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
報

告
書

◆�
閲
覧
方
法
…
市
福
祉
総
務
課
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

◆�

提
出
方
法
…
所
定
の
用
紙
か
任

意
様
式
に
、
氏
名
、
住
所
、
連

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

第
2
期
黒
石
市
子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計
画（
案
）

絡
先
、
件
名
を
明
記
し
、
市
福

祉
総
務
課
へ
持
参
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
15

分
〜
午
後
５
時
）
ま
た
は
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
付

◎�

寄
せ
ら
れ
た
意
見
等
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

※�

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
…
〒
０

３
６
－
０
３
９
６
黒
石
市
大
字

市
ノ
町
11
－
１
、
市
福
祉
総
務

課
こ
ど
も
未
来
係
☎
52
－
２
１

１
１
内
線
５
１
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
52

－
７
１
５
１
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
スkuro-kodom

o@
city.

kuroishi.aom
ori.jp

生
産
や
新
た
な
販
路
の
開
拓
等
に

も
取
り
組
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
て
、

同
保
険
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。
補

償
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

加
入
に
は
青
色
申
告
が
必
要

同
保
険
に
加
入
す
る
た
め
に

は
、
青
色
申
告
の
実
績
が
１
年
以

上
必
要
で
す
。

青
色
申
告
を
始
め
る
に
は
、
３

月
15
日
ま
で
に
税
務
署
へ
青
色
申

告
承
認
申
請
書
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。
申
請
す
る
と
、
令
和
２
年

分
の
所
得
か
ら
青
色
申
告
が
で

き
、
令
和
４
年
以
降
に
同
保
険
へ

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

青
色
申
告
の
メ
リ
ッ
ト

自
分
の
経
営
状
況
を
客
観
的
に

把
握
で
き
る
他
、「
青
色
申
告
特
別

控
除
を
受
け
ら
れ
る
」、「
青
色
事

業
専
従
者
給
与
の
必
要
経
費
算
入

が
で
き
る
」、「
純
損
失
の
繰
り
越

し
・
繰
り
戻
し
が
で
き
る
」
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

※�

問
い
合
わ
せ
先
…
県
農
業
共
済

組
合
ひ
ろ
さ
き
支
所
☎
28
－
５

７
０
０

市
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
「
誰
も

が
輝
き
、『
真
の
豊
か
さ
、
あ
ず
ま

し
さ
』
を
実
感
で
き
る
街
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
を
策
定
。 

同
計
画
に

基
づ
き
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
の
進
捗
状
況
を
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
有
す
る
た
め
、
説
明

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆�

日
時
…
２
月
27
日
（
木
）
午
後

６
時
30
分

◆�

場
所
…
市
産
業
会
館
４
階
大
会

議
室

◆�

内
容
…
中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
（
市
民
サ
ー
ビ
ス
施
設
、
市

立
図
書
館
、
宿
泊
機
能
を
有
す

る
複
合
施
設
―
な
ど
）
の
進
捗

状
況
説
明
、
意
見
交
換

※�

問
い
合
わ
せ
先
…
市
商
工
課
商

工
振
興
係
☎
52
－
２
１
１
１
内

線
６
４
１

中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
説
明
会
を
開
催

障 害 基 礎 年 金 を
ご 存 じ で す か

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

収
入
保
険
へ
の
加
入
を

障 害 基 礎 年 金 を
ご 存 じ で す か
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会
計
年
度
任
用
職
員

看
護
師・准
看
護
師・看
護
補
助
者

募 集

市
子
ど
も
美
術
展
実
行
委
員
会

が
主
催
す
る
「
第
30
回
黒
石
市
子

ど
も
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
、
７

５
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

金
賞
以
上
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
（
敬
称
略
）。

◆�

市
長
賞

左
に
掲
載

◆�

市
議
会
議
長
賞

▽
あ
き
や
さ
ら
（
美
郷
こ
ど
も

園
）
▽
豊
岡
珠
愛
留（
中
郷
小
５
）

▽
村
上
舞
桜
（
中
郷
中
２
）

◆
市
教
育
長
賞

▽
い
し
ざ
わ
し
ょ
う
す
け
（
認

定
こ
ど
も
園
東
雲
幼
稚
園
）
▽

佐
々
木
誠
心
（
中
郷
小
４
）
▽
伊

藤
良
徠
（
黒
石
中
１
）

◆
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
賞

▽
岩
淵
向
（
追
子
野
木
小
１
）

▽
野
呂
胡
遥
（
同
２
）
▽
村
元
の

の
（
六
郷
小
４
）

◆
市
校
長
会
長
賞

▽
伊
藤
蓮
太
（
中
郷
小
２
）
▽

鎌
田
千
穂
（
同
６
）
▽
成
田
海
斗

（
浅
瀬
石
小
３
）

◆
市
教
頭
会
長
賞

▽
髙
橋
虹
音
（
東
英
小
１
）
▽

工
藤
蓮
也
（
黒
石
東
小
３
）
▽
山

中
璃
音
（
牡
丹
平
小
５
）

◆
金
賞

【
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育

園
の
部
】

▽
さ
と
う
り
お
▽
な
り
た
い
つ

き
▽
あ
ぼ
し
ゅ
の
ん
（
以
上
美
郷

こ
ど
も
園
）
▽
か
ま
だ
と
ら
の
す

け
▽
み
か
み
ゆ
う
せ
い
（
以
上
中

郷
こ
ど
も
園
）
▽
は
し
も
と
せ
い

（
あ
け
ぼ
の
こ
ど
も
園
）
▽
た
に
か

わ
な
な
み
（
六
郷
保
育
園
）
▽
に

が
わ
ら
た
い
き
（
聖
テ
レ
ジ
ア
幼

稚
園
）
▽
ま
え
だ
か
ず
と
（
認
定

こ
ど
も
園
美
し
の
森
）

【
小
学
校
の
部
】

▽
佐
藤
月
彩
（
牡
丹
平
小
１
）

▽
内
山
陽
菜
（
浅
瀬
石
小
１
）
▽

小
野
夢
梨
（
黒
石
東
小
１
）
▽
後

藤
晴
馬（
同
２
）▽
三
浦
芽
生（
中

郷
小
２
）
▽
村
山
絢
都
（
同
３
）

▽
佐
々
木
禅
▽
宇
野
悠
心
▽
葛
西

凛
央
▽
相
内
結
衣
（
以
上
同
４
）

▽
柏
木
心
々
菜
▽
中
村
未
来
（
以

上
同
５
）
▽
斎
藤
敢
太
▽
北
山
美

如
▽
齋
藤
望
愛
（
以
上
同
６
）
▽

小
田
桐
黎
依
（
六
郷
小
２
）
▽
佐

藤
璃
海
（
北
陽
小
３
）
▽
工
藤
奏

祐
（
追
子
野
木
小
３
）
▽
佐
藤
花

菜
（
同
５
）

【
中
学
校
の
部
】

▽
荒
田
清
夏
▽
髙
橋
ま
お
▽
山

本
美
桜
（
以
上
中
郷
中
１
）
▽
須

藤
さ
く
ら
▽
西
澤
茅
洋
（
以
上
同

２
）
▽
種
市
櫻
▽
加
賀
谷
和
花
▽

佐
藤
瑠
紀
▽
玉
田
こ
ま
ち
（
以
上

同
３
）
▽
佐
々
木
美
聡
（
黒
石
中

１
）▽
尾
崎
拓
杜
▽
村
元
琴
奈（
以

上
同
２
）
▽
上
原
進
太
郎
（
同
３
）

子ども美術展

黒
石
病
院
は
、
令
和
２
年
度
に

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
働
き

た
い
人
の
登
録
を
次
の
と
お
り
受

け
付
け
し
ま
す
。

任
用
は
、
登
録
者
の
中
か
ら
書

類
選
考
か
面
接
で
決
定
し
ま
す
。

勤
務
時
間
、
業
務
内
容
等
の
詳
細

は
同
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

hospital-kuroishi.jp/

）
を
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。

登
録
し
た
人
が
必
ず
任
用
さ
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆�

職
種
…
看
護
師
、
准
看
護
師
、

看
護
補
助
者
―
な
ど

◆�

雇
用
期
間
…
４
月
か
ら
12
か
月

（
随
時
任
用
す
る
場
合
あ
り
）

◆�

勤
務
時
間
…
午
前
８
時
15
分
〜

午
後
５
時
の
う
ち
７
時
間
30
分

（
休
憩
１
時
間
）

◎�

看
護
補
助
者
は
、
早
番
と
遅
番

が
あ
り
ま
す
。

◆�

登
録
方
法
…
４
月
か
ら
の
任
用

希
望
者
は
、
履
歴
書
に
自
筆
で

記
入
し
、
顔
写
真
を
貼
付
の
う

え
、
３
月
13
日
（
金
）
ま
で
に

同
院
へ
提
出
（
郵
送
可
）。
そ
の

他
は
随
時
受
け
付
け
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

15
分
〜
午
後
５
時
）

※�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

〒
０
３
６
－
０
５
４
１
黒
石
市

北
美
町
一
丁
目
70
、
黒
石
病
院

事
務
局
総
務
人
事
係
☎
52
－
２

１
２
１
内
線
２
８
０
５
・
２
８

０
７

２月は国民健康保険税第８期の
納付月です。納期限は３月２日
（月）ですので、忘れずに納付して
ください。
納期内に納付できないときは、

督促手数料や延滞金が加算される
場合もありますのでご注意を。
口座振替を申し込みの人は３月

２日（月）に振替となりますので
残高確認をお願いします。振替後
の通知はしませんので通帳等でご
確認ください。
※�問い合わせ先…市収納課納税管
理係☎52－2111内線143

市税の納付を
お 忘 れ な く 会

計
年
度
任
用
職
員

看
護
師・准
看
護
師・看
護
補
助
者

「風景画」
櫻庭帆乃美

（黒石中３）

「
春
に
な
っ
た
ら
１
年
生
！
」

　
さ
と
う
ひ
ま
り

　
　
（
聖
テ
レ
ジ
ア
幼
稚
園
）

「
私
の
好
き
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
」

　
佐
藤
結
愛（
浅
瀬
石
小
６
）

市長賞受賞作品
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※�

同
セ
ン
タ
ー
青
森
訓
練
課
☎
０

１
７
－
７
２
２
－
１
７
７
１

放
送
大
学
４
月
入
学
生

放
送
大
学
は
「
２
０
２
０
年
４

月
入
学
生
」
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
ら
ん
に
な
る

か
同
大
学
青
森
学
習
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

内�

福
祉
、
経
済
、
歴
史
、
文
学
、

情
報
、
心
理
学
、
自
然
科
学
―

な
ど

申�

▽
第
１
回
＝
２
月
29
日
（
土
）

ま
で
▽
第
２
回
＝
３
月
17
日

（
火
）
ま
で

※�

同
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

38
－
０
５
０
０

実
年
の
会
「
ワ
ン
チ
ー
ム
」

会
員
募
集
と
設
立
総
会

実
年
の
会
準
備
委
員
会
は
、
実

年
の
会
「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
会
員
の

募
集
と
設
立
総
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

会
員
募
集

対�

昭
和
34
年
４
月
２
日
〜
35
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住

者
お
よ
び
黒
石
市
出
身
者

￥�

年
１
０
０
０
円
（
予
定
）

設
立
総
会

時�

３
月
20
日（
金
・
祝
）午
後
６
時

場�

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
松
安
閣
（
乙

徳
兵
衛
町
34
）

￥�

４
０
０
０
円
（
懇
親
会
費
）

◎�

3
月
17
日
（
火
）
以
降
、
キ
ャ

ン
セ
ル
を
し
た
場
合
は
、
懇
親

会
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

申�

い
ず
れ
も
３
月
13
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
で
市
社
会
教
育
課
へ

※�

市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
☎

52
－
２
１
１
１
内
線
６
１
６

み
み
の
日
ふ
れ
あ
い
手
話
デ
ー

３
月
３
日
の
「
み
み
の
日
」
に

伴
い
、
黒
石
ろ
う
あ
協
会
と
県
手

話
通
訳
問
題
研
究
会
・
黒
石
班
、

黒
石
手
話
サ
ー
ク
ル「
虹
」は
、
聴

覚
障
害
者
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
手
段
で
あ
る
手
話
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
て
も
ら

う
た
め「
み
み
の
日
ふ
れ

あ
い
手
話
デ
ー
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

時�

３
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時

場�

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内�

▽
手
話
劇
「
ろ
う
あ
者
の
生
活

あ
る
あ
る
」
パ
ー
ト
２
▽
手
話

コ
ー
ラ
ス
「
世
界
に一つ
だ
け
の

花
」、「
愛
を
つ
な
い
で
」▽
ゲ
ー

ム
、
ミ
ニ
手
話
講
座
―
な
ど

※�

同
協
会
事
務
局
（
佐
藤
久
子
）

Ｆ
53
－
６
２
７
１

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

（
公
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
青

森
県
支
部
は
、
安
心
し
て
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地

域
な
ど
の
活
動
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
、
小
さ
な
掛
け
金
で
大
き
な

補
償
が
得
ら
れ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
」
へ
の
加
入
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.sports�

anzen.org/

）を
ご
ら
ん
に
な
る

か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期�

４
月
１
日（
水
）午
前
０
時
〜
令
和

３
年
３
月
31
日（
水
）午
後
12
時

内�

傷
害
・
賠
償
責
任
・
突
然
死
葬

祭
費
用
保
険

￥�

１
人
年
額
８
０
０
〜
１
万
1
０

０
０
円

申�

３
月
２
日
（
月
）
〜
令
和
３
年

３
月
30
日
（
火
）

※�

同
支
部
☎
０
１
７
－
７
１
８
－

１
１
３
６

相
続
登
記
無
料
相
談

県
司
法
書
士
会
は
「
相
続
登
記

は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
無
料
相

談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

時�

２
月
28
日
（
金
）
ま
で
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

場�

県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

￥�

初
回
相
談
無
料

内�

相
続
登
記
と
法
定
相
続
情
報
証

明
制
度

◎�

各
司
法
書
士
事
務
所
へ
事
前
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

同
司
法
書
士
会
☎
０
１
７
－
７

７
６
－
８
３
９
８

環
境
研
学
習
会
を
開
催

（
公
財
）環
境
科
学
技
術
研
究
所

は
、
環
境
研
学
習
会
「
放
射
線
の

話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
を

次
の
と
お
り
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
研
究
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ies.or.�

jp/

）
を
ご
ら
ん
に
な
る
か
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時�

３
月
６
日
（
金
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

場�

市
産
業
会
館
４
階
大
会
議
室

内�

放
射
線
の
種
類
や
単
位
、特
徴
、

利
用
、
健
康
影
響
の
解
説
、
防

護
の
方
法
（
講
演
終
了
後
、
希

望
者
を
対
象
に
蜜み

つ
ろ
う蝋

キ
ャ
ン
ド

ル
製
作
体
験
を
無
料
で
実
施
）

申�

３
月
５
日（
木
）ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
か

同
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

※�

同
研
究
所
企
画
・
広
報
課
☎
０

１
７
５
－
71
－
１
２
４
０
、
Ｆ

０
１
７
５
－
72
－
３
６
９
０
、�

　

kanken@
ies.or.jp

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
受
講
生

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
青
森
は「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
受
講
生

（
４
月
期
生
）」
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

選
考
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時�

▽
選
考
＝
３
月
19
日
（
木
）
▽

訓
練
＝
４
月
２
日
（
木
）
〜
９

月
30
日
（
水
）

￥�

無
料
（
テ
キ
ス
ト�

代
等
は
個
人
負
担
）

定�

求
職
者
15
人

申�
３
月
16
日（
月
）ま
で
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
（
要
事
前
相
談
）

３月 の 休 日 当 番 医
１日日か き さ か 医 院 ☎53‐2255
８日日 たかはし内科循環器科クリニック ☎59‐2200
15日日田 村 眼 科 ☎53‐1256
20日金 工藤さとる整形外科クリニック ☎59‐0345
22日日健生黒石診療所 ☎53‐3015
29日日ちとせクリニック☎53‐7228
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１月26日、市と市社会福祉協議会、市民生委員児童委員
協議会が津軽伝承工芸館で「第59回黒石市民福祉大会」を
開催しました。
この日は、日本財団パラリンピックサポートセンターの
根木慎志氏が、障害の有無に関係なく、誰もが輝いて生き
られる社会の在り方について講演。
その後行われた式典では、福祉活動に貢献した団体や個
人に感謝状や表彰状が贈呈された他、「ふくしの作文コンク
ール」の入選者の表彰が行われました。

１月24日、黒石小学校の渡邊幸司校長、中郷小学校の齋
藤有校長、北陽小学校の髙木一則校長の３人が、書家の加
藤大翔氏によって揮毫（きごう）された新黒石小学校の校
歌を市に寄贈しました。
新黒石小学校の校歌は、現在の黒石小学校の校歌を継
承。３人の校長は「子供たちには、この校歌を見ながら気
持ちを込めて歌ってほしい」と話していました。
寄贈された校歌は、３月中に新黒石小学校体育館へ設置
される予定です。

１月24日、市教育委員会は県重宝法眼寺で、文化財防火
デーに係る防火訓練を行いました。
訓練は、寺内のろうそくが倒れて火災が発生した場合を
想定して実施。黒石消防署の協力のもと、隊員による放水
訓練や負傷者の救助訓練を行い、火災発生時の対応を確認
しました。
訓練後、山内孝行教育長は「昨年火災が発生した沖縄県
の首里城のような事例を繰り返さないために、このような
訓練を続けていきたい」と話していました。

「支え合う共生社会をめざして」市民福祉大会を開催

３校の校長が新黒石小学校の校歌を寄贈

県 重 宝 法 眼 寺 で 防 火 訓 練 を 実 施

■�１月20日、黒石商工会議所女性会（松村久美子
会長）が、スポカルイン黒石図書コーナーの図
書購入費として、３万円を市に寄附しました。
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第６次黒石市総合計画キャッチコピー 「いくつになっても住みよいまち  次世代につなぐ故
ふるさと

郷  くろいし」

本市は、「津軽じょんから節」
の発祥の地とされ、黒石よされ
や地区の芸能祭など年間を通し
て民謡や津軽三味線を楽しむこ
とができます。その民謡の若き
歌い手として活躍している一人
が、北山美芽莉さんです。
小学２年生から民謡を習い始
めた北山さんは、黒石よされ学
校の千葉勝弘さんの指導の下、
練習に励んでいます。「民謡の
好きなところは、お客さんに喜
んでもらえること。緊張もしま
すが、拍手をもらえるととても
うれしいです」と笑顔で話して

いました。
北山さんは、１月に「第41回
NHK東北民謡コンクール青森
県大会」ジュニア部門に初めて
出場。「津軽じょんから節（新
節）」を歌い、優秀賞を受賞しま
した。２月16日には、宮城県で
開催される同コンクール優勝大
会に県代表として出場します。
「黒石で生まれたじょんから節
で、優勝を目指します」と北山
さんは意気込みを語りました。
市民に親しまれてきた津軽民
謡の若き後継者として、今後も
活躍が期待されます。

「黒石で生まれたじょんから節で
	 優勝を目指したい」
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日
本
を
訪
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
人
々
に
は
、「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル

ー
ト
」と
呼
ば
れ
る
東
京
や
京
都
、

大
阪
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
大
都

市
を
巡
る
旅
程
が
、
ま
だ
ま
だ
人

気
だ
そ
う
で
す
。
訪
問
先
の
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
に
、
東
京
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
に
加
え
、
伊
丹
空
港
か
ら
の

フ
ラ
イ
ト
や
、
今
後
就
航
が
予
定

さ
れ
て
い
る
神
戸
空
港
か
ら
の
フ

ラ
イ
ト
を
通
じ
て
、
関
西
か
ら
青

森
県
ま
で
の
ル
ー
ト
も
紹
介
し
な

が
ら
、
本
市
へ
の
誘
客
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

エ
キ
ス
ポ
や
旅
行
会
社
の
訪
問

を
通
じ
て
、
少
し
で
も
黒
石
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。
日
本
に
は
魅
力
的
な
場

所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
黒

石
ま
で
足
を
運
ん
で
も
ら
っ
て
、

実
際
に
本
市
の
魅
力
を
感
じ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

２
月
１
日
と
２
日
の
両
日
、
シ

ド
ニ
ー
近
郊
に
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
パ
ー
ク
内
の
会
場
で
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
旅
行
会
社
「
フ
ラ
イ

ト
セ
ン
タ
ー
社
」
が
主
催
す
る
旅

行
博
覧
会
「
ワ
ー
ル
ド
ト
ラ
ベ
ル

エ
キ
ス
ポ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
エ
キ
ス
ポ
で
日
本
政
府
観

光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
と
共
同
出
展

し
た
県
と
一
緒
に
、
私
も
県
の
一

員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
エ
キ

ス
ポ
で
は
、
県
内
の
観
光
情
報
を

発
信
し
た
他
、
黒
石
温
泉
郷
を
は

じ
め
と
す
る
本
市
の
魅
力
を
来
場

者
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

エ
キ
ス
ポ
開
催
日
の
前
後
に
は
、�

県
職
員
た
ち
と
一
緒
に
シ
ド
ニ
ー

市
内
の
旅
行
会
社
を
訪
問
。
そ
の

中
に
は
、
顧
客
の
細
か
な
要
望
に

対
応
し
た
旅
行
商
品
を
提
供
す
る

会
社
も
あ
り
、
旅
行
会
社
に
対
す

る
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
感
じ
ま
し
た
。

オ

ーストラリ

ア

すぐるの
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旅行会社で本市をＰＲ




